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物 理 化 学 の進 歩Vol.6(1932)1
(β書 山 ヨ薯).光 に よ る ブ ヲウ.ン逹 動 の 燹 化 巳;就て (135
す る立 方體の容器 を得 るわ けで ある。銀・コン.スタンタン 線組合せ の 熱電池を此
に挿 入 しその.r一]1の温度 の襲 化 をZ磯5のSchleifengalvanometerに依)測 定 し粒
子 の ブラウン逕動 を同一温度 に換算 する必要 に供 した。
照 明は電 球 を用ひ フイ.ラーメ.ントの影像・を照射光線 より除 いて使用 し常 に一定 の
電流 を此 に流 した。.一..
實 験 を行 ふ にはAbbe'sZeichenapparatを使用 し粒 子の運 動 を轉寫臺上に十
秒 お きに記 録す る。粒 子の大 さは全 く一樣 な る事 は望め ないか ら追 跡す る粒子を
ゆ
顔 繁に取 ウ換へる.ことは望ましくない。叉粒子は完全に球歌ではあり得ないため




動ネ鍋 繊1肌 て粒子がz軸莇 向""…".S
1.
に.蓮動する も見失はぬ樣に し叉xy干 両.!
に於て覗野外に粒子が脱轟せんとすると 串5'
きは對物鏡をnc'fitcs,rより微動せしめ






粕度はオス トワル ドの粘度計に依 り十分の一度おきに測定 した。








物 理 化 学 の進 歩Vol.6(1932)






































賢 驗 結 果1
1'xOOワツ ト及び20ワ ツ.トの電球照射 に於て向 一粒子 に
就 て10秒お きIL204回記録 を行 っ1`O
照 射 電 球1照 射燃 醸1訪 ・dm㎡













物 理 化 学 の進 歩Vol.6(1932)
(s山 亮)光 に二る.ブラウン邏動の塑化1;就て <io7)
若 しs光線の彊度が弱光線の凡そ二倍のときブラウンtのminは 統計的振動
の中に入7光 による變化は認めなかつたo
農 驗 結 果u
60ワツト及び20ワツ ト電球照射に於て同一粒子に親て10
秒おきに106回言蹶 を行つたo




此處に吟味 して見なければな らぬ事は容器中に流れが生 じてa_らぬかの疑問で
あるが此は次の理山により明かにされる0
1)容器が極めて少G<薄 く造 られてゐるため試料の各部分は学1争に同一澀度に ～
保 たれ熟的 攪拌が行はれ る場合が少N。.
2)パ をr,'Jの各成分 に分 ければ次の式が成立す る。
4s_一7Y_一、RTt>tNr,.(・)
又十秒 二十秒,三 十秒 の各時間 に封晦 す る變位の 自乘平埼碑,D.xoｰ,Dosos
の閔には次の式が成立す る。
=D一蔦==G:o":aO==1:2=3.(6).
實驗結果III及びIVに 示 す如 く銑の二つの關係が實驗的に立證 せ られ るを見
れば容器 中には流れはなかつた と考 へられ粒子 は耗 粋な ブ ラウン邂 動を行 つて ゐ
Ycと考へ,aるo
實 驗 結 果1皿
1500ワッ ト及yx20ワツ ト電球照射 に於 て夫 々同一粒子
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賢 驗 結 果IV
1500ワツ ト電球照射に於て同一粒子を10秒20秒,30
秒おきに記録 し　 　 　
△1♂:△ 望6凾:△302ロ1=2:3
















1轡 鱒 齦 蝿 継 テンシヤルの光によるfftexpは顔 粒子のブラウン瀏 の
.eelCよる變 化の方が よ り沍接 的な る關 係 を有す る ものであ らうと考 へ られ る6
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